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雪サミット’98「全国明るい雪自治体会議」の紹介
1 はじめに
平成10年7月6～ 7日に北海道雨竜郡沼田町に於いて
「第l回全国明るい雪自治体会議」が開催された。これ
は東北・北陸地方の市町村によって毎年開催されていた
利雪・親雪会議の流れを汲むもので，積雪寒冷地帯の市
町村，雪の研究開発に携わる学会・企業団体・研究グ
ループ等の約700名が参加した。雪国に住む人々にとっ
て宿命である雪との共生を，雪を「明るい雪」として私
たちのライフサイクルの中に取り入れ，利雪・親雪活動
を新しいエネルギー革命として語り合おう，という沼田
町長・篠田久雄氏の呼びかけに始まるものである。
2.事例発表
会議では，開会式に続いて，利雪・親雪に関する取組
の事例発表が行われた（口演発表5件，紙面発表41件）。
5件の口演発表の概略を発表順に紹介する。
1 ) 「地球環境にやさしい雪冷房の導入について」一
［山形県舟形町］
舟形町は世界初の雪冷房システムの開発に成功した町
である。昭和62年頃から，防空壕の中に雪氷を詰め込ん
では長期貯蔵の方法を模索してきた。長い苦難の道のり
を経て，ついに平成元年に200t貯蔵規模の小さな雪氷
室の完成をみた。第1号の雪氷室は室蘭工業大学の娼山
政義助教授の指導を受け製作された。海上用コンテナ 2
個を連結し，周囲を雪で覆い厚さ50cmの外壁は，籾殻を
詰め込んで、断熱材の替わりとし，天井部分はグラスウ｝
ルの断熱材で、覆った簡易型であった。農産物の貯蔵実験
にはリンゴ，ラ・フランス（洋なし），長芋，米，そば，
花木などを用いた。その結果，長期保存の後も鮮度，品質，
世界で初めての雪冷房システム
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食味ともほとんど変化はなく，農産物の雪による長期保
存の可能性に大きく道を拓くこととなった。彼らは雪を，
「雪はエネルギー，天からお金が降ってくる」と表現し
ている。雪 1tの有する冷熱量は10万Kcalある。逆に 1
tの雪を作るには石油約12£ を消費する。舟形町に冬季
間に降る5,000万 tの雪を人工的に作るためには200t入
りのドラム缶で300万本の石油を必要とし， 1 £ 50円で
試算すれば， 300億円に相当する。
次に平成6年度に世界で初めての空気と雪の直接熱交
換による「雪冷房システム」の町営施設での実用化に成
功した。そのシステムは冷房を施される施設に隣接して
貯雪ピットを設置し，ピット内の雪の中に細い空気孔を
開けて，ピット内と施設内の空気を循環させることによ
り熱交換を行うものである。室温は自由にコントロール
できる。また，空気が雪の中を通る際に，二酸化炭素や
アンモニア，タバコの煙の微粒子などを取り去り，清浄
化されて室内に戻ってくる，という副産物も発見された。
この電気もフロンガスも使わない雪冷房システムには環
境庁も地球温暖化対策の一環として期待を寄せている。
舟形町では将来的にはこの技術を大型食糧備蓄庫の建築
に応用する予定であり，「雪を利用した食糧備蓄基地の
誘致」活動を展開している。平成4年度産米を平成5年
4月から雪室貯蔵した「雪室米」を平成9年3月に試食
してみたところ大変美味しく，さめても味にほとんど変
わりなかった，というデータもある。
毎年変わらずに供給される雪は，非常に安定したク
リーンなエネルギーである。地球温暖化の影響が真剣に
懸念されるこの時代こそ，産・学・官を挙げて「手リ雪」
の研究に取り組むことが急務であると，舟形町は主張し
ている。
2）「雪国文化村づくり」一［新潟県安塚町］
安塚町は過疎と雪害に悩む現代日本の典型的な地方町
村のひとつであった。しかし， 12年前から冬や雪に対す
る考え方を変える試みを始めた。スノーフェスティパル
が生まれ，町中からスコップやスノーダンプを手に住民
が集まり，各チームに別れ雪像作りを愉しむなど，手作
りのイベントが次々と生まれた。 1986年の豪雪の折には
痛手の中から今までの発想を逆転する「雪の宅配便」が
考案され，今も雪だるま型の発泡スチロールに詰められ
た雪が全国に送られている。 1987年には東京へダンプト
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ラック450台分の雪
を運び込み，「サヨ
ウナラ後楽園球場ス
ノーフェステイノt
lレ」を開催，このイ
ベントは日本イベン
ト大賞を受賞した。
1990年には雪のシン
クタンク的機能をも
っ「雪だるま財団」
を設立し，雪の利 ・
活用の研究を手が
け，毎年，雪研究な
どの分野の功労に対
して，人や団イ本に「雪
だるま大賞」を授与
している。そのような活動が実り， 1995年には雪だるま
物産館（雪冷房化）を建設した。
それらの結果として， 「雪と緑と人を活かした全町公
園」とういう雪国文化村構想が生まれた。全町が公園と
呼べるような美しい雪国文化村づくりを目指している。
また，近年は町の情報化にも力を入れている。インター
ネットによる町のホームページを持ち，情報の発信を積
極的に行っている。従来，農山村は情報に関しては，中
央からの情報の受信中心の受け身の姿勢をとりがちで
あった。しかし，安塚町では，地域が何をしているのか，
首都圏との違いは何かを発信することが重要であると考
えている。
3）「十日町ゆきまつり」一［新潟県十日町市］
十日町市は雪まつり発祥の地である。
昭和22年秋の昭和天皇全国ご巡幸の際，当時農林省の
十日町農林治水試験地勤務高橋喜平氏（現日本雪氷学
会名誉会員）が雪の科学についてご、進講を行った。その
折に陛下から「雪国では何か明るい話題はないのか」と
いうご下聞があり，高橋氏はとっさに「スキー」の話を
した。しかし，実際には当時のスキーは一部の有閑階級
の人々だけの楽しみであり，一般庶民は旧態依然とした
「冬ごもり」の暗い生活を送っていた。そこで，高橋氏
は雪国で暮らす人々が，暗い冬ごもりの暮らしへ逃避せ
ず，子どもたちが雪だるまを作って喜ぶように，大人も
雪で彫刻でもしてみたら雪に対する見方も変わるかも知
れないと発想し，昭和25年2月4日～5日にかけて，第
1回の雪まつりが，雪の芸術展・雪上運動会・雪上演芸
会の三つを柱に始められ，その誕生をみた。
以後，豪雪や雪不足などに悩まされた年もあったが，
「雪を敵とせず，友としよう」という創世期の頃の理念
に立ち返り，その都度乗り切って 1度も途絶えることな
く続いてきた。商業化の行き過ぎにより市民の雪まつり
離れが起きたときには，市民全員参加の 「雪だるま大作
戦」が発案され，町中に4千体を越える雪だるまが並ん
だ。こうしてまた，雪まつりを市民のものに取り戻すこ
とに成功した。
平成3年には，岩手県沢内村の雪国文化研究所から，
十日町市の雪まつりに「戦後の荒廃が残る時代に独創的
な企画をし，雪国の人々に雪を克服するエネルギーを与
えた」として第1回の「雪国文化賞」が授与された。また，
平成5年には国土庁主催の「日本お国自慢」で『日本お
国自慢大賞」を受賞した。
4）「しもかわアイスキャンド、ル」一［北海道下川町］
昭和55年下川町は銅価の低迷による銅山の休山と輸入
材による木材不況により人口減少率22.7%ととなり 「全
道ーの過疎の町」となった。わずか20年ほどで人口は最
盛期の3分の 1以下になったのである。多くの住民が町
の消滅の不安さえ感じるなか，町の将来を憂う有志5人
によって「まちのイメージを高めよう。まちそのものに
付加価値を付けるためのアイデイアを出し合おう」を合
言葉にアイデイア研究会「コロンブスの卵」が誕生した。
数々のアイデイアが捻出され実行に移されたが，そのコ
ンセプトは 「雪は邪魔者，寒さはつらいもの，というマ
イナスイメージを楽しめるものにしたい」というもので
あった。
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昭和60年にメンバーの一人が旅先で伊藤隆一著「北の
歳時記」と出会った。北欧での体験を書いたこの本の一
節にフィンランドの子供たちが作る氷のキャンドルの様
子が紹介されていた。この偶然の出会いが町おこしの
きっかけとなった。試行錯誤の末アイスキャンドルを完
成させ，町の中に飾り，作り方をチラシにして，「今年
の冬まつりの夜，町中をアイスキャンドルでいっぱいに
しませんか」と町内全戸に呼びかけた。冬まつりの夜に
は， 600個ものアイスキャンドルが飾られた。その後62
年にNH Kの「ゆく年くる年」でアイスキャンドルの放
映が決まった。町内名願寺境内に500個のアイスキャン
ドルが飾られ，幻想的な輝きに照らされた参道を進み，
除夜の鐘を突く町民の姿が全国に放映された。全国から
大反響がわき上がり，一大フィーパーとなった。冬まつ
りはアイスキャンドルフェスティパルと名を変え，年々
盛況を増していった。個人で毎年1,000個ものキャンド
ルを作る市民も現れ，その準備は和やかな集いの場所と
なった。こうして「冬は寒く辛い」というマイナスイメー
ジから，「冬は寒さを楽しむもの」というプラスイメー
ジに変わっていった。今は冷え込みの厳しい夜には「今
夜はいいキャンドルが出来そうだ、ね」とあいさつが交わ
される。
5）「冷温籾貯蔵庫」一［北海道沼田町］
沼田町では平成8年に米穀低温貯留乾燥調整施設を完
成させた。豪雪地帯である沼田町内の道路や駐車場など
の有り余る雪を逆手に取ったユニークな発想で，収穫し
た米をモミのまま，雪の冷熱エネルギーを活用して貯蔵
している。従来から，米の貯蔵は梅雨明けに劣化が進む
とされてきたが，夏の暑い時期も 5℃という理想の貯蔵
温度帯で保管するので劣化を防止できる。
雪冷房方式を電気冷房方式と比較すると以下のことが
言える。［経済性］ ：雪貯蔵施設，空気循環器，集雪経
費を総合しでも電気冷凍機による場合よりも経済的に有
利である。「利便性」：雪を用いることにより安定した
低温度，所定の湿度などモミ貯蔵に必要な環境を容易に
実現し維持できる。［環境調和性］ ：雪を利用する簡明
な施設であることから，省エネルギー，省資源に役立つ。
又，フロン等環境に有害な化学物質は一切使用しない。
低温施設の概要因
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［危機管理性］ ：冷熱源（雪）を貯蔵しその冷熱を利用
するため，ほとんど電力を使用しない。このため自然災
害に耐え得る能力が大きい。［地域独自性］ ：雪のない
地域では本施設を建設することは困難であり，雪国の特
質を生かした雪国独自の施設である。
平成8年沼田産米は，同年10月から約1,800トンをモ
ミの状態で貯蔵し越冬させ，外気が上昇してきた翌年5
月中旬頃に，本施設の雪を利用した「零温もみ貯蔵シス
テム」を稼働した。6月下旬に売り出し，「新米の香り
や風味・ツヤがある」として8月中旬までに完売した。
紙面発表は自治体等よりの利活雪の取組事例が17編，
親雪親寒イベントの取組事例が14編，研究グループによ
る利活雪の研究報告が10編，全国より寄せられた。
3.基調講演
「日本の食糧安全保障と冷温穀物備蓄の道」と題し，
京都大学の嘉田良平教授により 100分に亘って行われた。
嘉田氏は国家的な規模の食糧安全保障体制の確立の重
要性を主張している。従来我が国では主食である米の備
蓄はほんのわずかしか行われず，不足が生じた場合は緊
急輸入でしのいできた。しかし，それでは本当の非常時
には全国民に必要量の食糧を供給できる保障はない。全
世界的な不作の場合，戦争等によって輸入経路が断たれ
た場合，近隣諸国で原発事故が起きた場合，等に輸入で
きる米がない，あるいは，輸入する手段がないという事
態は充分に起こりうる。そのような事態に備えて，国内
に相当量の米を備蓄しなければならない。そのためには，
低コストで品質劣化の少ない貯蔵システムの開発が不可
欠である。過去2回の過剰期に政府は備蓄のために約3
兆円の損失を出した。その際には常温の倉庫で平積みに
して米を保管し，著しい食味の劣化を招いた。そのため，
その備蓄米は最終的には家畜の餌と海外への緊急支援米
としての無料配布とによって処分された。以来，政府は
極力過剰米を出さないよう，生産調整で対応してきた。
そこで，雪冷房方式の大規模冷温貯蔵システムに着目
した。「雪氷」のエネルギーを生かしていく意義は以下
の三点である。 1.雪という従来は捨てていた厄介もの
を貴重なエネルギーとして有効活用できる。 2.環境調
和型，環境保全型，循環型のクリーンエネルギーである。
3.低コストである。また，欧米の文献等によれば，米
はモミのままであれば， OC前後で長期備蓄をすると，
100年， 200年という単位で生き延びられることが判って
おり，5年， 10年程度の期間であれば，ほとんど食味の
劣化もしないことがこれまでの調査結果や実験によって
明らかである。この冷温保存が雪冷房方式であれば比較
的低コストで実現できる。
以上の諸点から，雪冷房方式の大規模冷温貯蔵庫を国
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家的規模で建設し，食糧安全保障を図るのが急務である。
4.パネルディスカッション
「明るい雪社会への展望」 雪国の素晴らしい文化，
環境，安らぎを継承し雪国が積極的に果たすべき役割は
何か一，をテーマとして行われた。出席者は以下のとお
り。コーデイネータ｝：掘山政良 ・窒蘭工業大学助教授。
パネリスト：矢野学・新潟県安塚町長，篠田久雄・北海
道沼田町長，大嶋成・（財7日本システム開発研究所常務理
事，山上重吉・美唄自然エネルギー研究会会長，杉山陸
子・側企画集団ぷりずむ代表。
まず心構えとしては，「今まで当たり前であった雪を、
改めて意識することが出発点であり，よくも悪くも雪と
はっきあわなければならないのだから良い面を見ていこ
う。」というような意見が出た。
又，雪が降ることで私たちが得たものとしては，「考
えること」だという意見も出た。きびしい生活であるた
めにこそ，それを糧に色々なことを考えたり，技術を生
んだりできた。そこから独自の雪国文化が生まれた。例
えば，衣類を暖かくするために刺し子が生まれ，それを
美しく刺すという方向に発展させていった。というよう
な例が挙げられた。また農業に関しては，豊富な雪解け
水を得られること。致命的な被害を与える土壌凍結を防
ぐ断熱材としての働きも上げられた。
雪国文化圏というものを構築し，非雪国の模倣を改め，
自信を持って独自の生活の仕方を確立しよう，という矢
野安塚町長の意見がこのパネルデイスカッションを締め
くくっていたように思われた。
5.全国明るい雪自治体連絡協議会設立総会
最後に全国明るい雪自治体連絡協議会の設立総会が行
われた。全国の積雪地帯から， 22人の市町村長と関係者
が出席した。設立趣旨の概要は以下のとおりである。
この雪サミット’98「全国明るい雪自治体会議」を契
機とし，国・都道府県・市町村等の行政機関のみならず，
地域住民，企業，団体が相互に新しい技術開発と情報収
集及び提供を行い，官学民協力して雪に関する諸問題の
解決と活力ある地域づくりを目指した「人と雪の共生」
が国家的取り組みとして均衡ある国土の発展に寄与する
ことを目的とする。
総会は以下のアピール（抜粋）を宣言して閉幕した。
1.雪国に住む人々が，雪や雪国文化を活用した産業振
興と地域活性化を図るため，互いに知恵を出し合い，
パートナーシップを結んで、いける体制をつくります。
2.利雪・親雪の国民的認知とコンセンサスづくりのた
め，雪国が果たす役割を考え，雪国文化，環境保全な
ど非雪国へ「雪国の素晴らしさ」を積極的に情報発信
していきます。
3.雪がもたらす環境保全や省資源・省エネの視野に立
ち，「防災」，「低いランニングコスト」に着目した利
雪型の食糧安全保障施設の建設と運用を図ります。
4.雪氷等自然冷熱エネルギーを地球環境保全の観点か
らも，次世代の新エネルギーとして国に認めてもらい，
利雪等事業を支援する制度の創設を要求していきま
す。
6.おわりに
この全国明るい雪自治体会議では，克雪から利雪・親
雪へ，地域の悩みの種の雪を，町づくりの根幹をなす資
源として活用するための様々な取り組みが披露された。
共通の悩みを分かちあい，希望を語り合った稔り多い，
素晴らしい可能性を秘めた第一歩という印象を受けた。
参考文献
－第1回全国明るい雪自治体会議「利雪親雪事例集」，
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－第1回全国明るい雪自治体会議「報告書」， 1998
（文責・棟方章子）
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